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小
矢
戸
ト
ン
ネ
ル
は
、
現
在
事

業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
永
平
寺
大

野
道
路
の
勝
山
～
大
野
区
間（
延

長
７
・
８
㌔
）に
位
置
す
る
ト
ン
ネ

ル
で
、
平
成
21
年
２
月
に
工
事
着

手
し
、
本
年
７
月
14
日
に
実
貫
通

し
ま
し
た
。
貫
通
後
、
引
き
続
き

ト
ン
ネ
ル
本
体
工
事
を
行
い
10
月

末
に
完
了
す
る
予
定
で
す
。

　
本
体
工
事
完
了
後
は
、
舗
装
工
事

や
設
備
工
事
を
行
い
、
平
成
24
年
度

中
の
供
用
開
始
を
目
指
し
ま
す
。

・
延
長
　
１
，
４
２
８
㍍

・
幅
員
　
全
幅
10
・
５
㍍

　
永
平
寺
大
野
道
路（
勝
山
～
大

野
間
）に
は
３
本
の
ト
ン
ネ
ル（
杉

俣
、
大
袋
、
小
矢
戸
）
が
あ
り
、

小
矢
戸
ト
ン
ネ
ル
は
そ
の
中
で
最

も
長
い
ト
ン
ネ
ル
で
す
。

　
祝
う
会
は
、
小
矢
戸
ト
ン
ネ
ル

の
大
野
側
か
ら
１
，
３
５
０
㍍
付

近
の
ト
ン
ネ
ル
内
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
国
、
県
、
大
野
・
勝
山
両
市

の
関
係
者
の
ほ
か
に
下
庄
小
学

校
、
勝
山
市
三
室
小
学
校
児
童
ら

約
１
３
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
岡
田
大
野
市
長
、
山
岸
正
裕
勝

山
市
長
、
岩
下
友
也
国
土
交
通
省

福
井
河
川
国
道
事
務
所
長
ら
が
貫

通
発
破
の
ボ
タ
ン
を
押
す
と
、
大

き
な
音
が
ト
ン
ネ
ル
内
に
響
き
、

勝
山
側
の
坑
口
を
覆
っ
て
い
た
ビ

ニ
ー
ル
シ
ー
ト
が
取
り
外
さ
れ

て
、
ト
ン
ネ
ル
内
に
は
光
が
差
し

込
み
、
会
場
は
大
き
な
拍
手
に
包

ま
れ
ま
し
た
。

ト
ン
ネ
ル
の
概
要

中
部
縦
貫
自
動
車
道
小
矢
戸
ト
ン
ネ
ル
貫
通

　

国
土
交
通
省
に
よ
り
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
中
部
縦
貫
自
動

車
道
永
平
寺
大
野
道
路
。
こ
の
う
ち
、
本
市
と
勝
山
市
を
つ
な
ぐ

小
矢
戸
ト
ン
ネ
ル
が
７
月
14
日
に
貫
通
し
、
８
月
26
日
貫
通
を
祝

う
会
が
小
矢
戸
ト
ン
ネ
ル
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

供
用
開
始
に
前
進

両
市
の
子
ど
も
も
参
加

見
え
た
希
望
の
光
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力いっぱい
　９月６日、第65回大野市小
学校連合体育大会が奥越ふれ
あい公園陸上競技場で開催さ
れました。市内11校から高学
年児童663人が参加して、夏
休みからの練習の成果を発揮。
選手たちは、真剣な表情でよ
り速く、より高く、より遠く
を目指して競技に取り組んで
いました。

小矢戸トンネル貫通を
祝う会

まちなか循環バスと乗
り合いタクシー見直し

災害に備える / 土井
利忠生誕200年記念
特別展

保健・医療・福祉拠
点施設リポート

保育園見学会／指定
学校の変更は申請を

伝統的民家の新築や
改修に助成

住民票の方書はじめ
ます

健診や保健指導を活用
しよう

バスで行こう”美濃
市・郡上市”

九頭竜紅葉まつり

市美展入賞者など
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貫
通
通
り
初
め
と
し
て
、
ト
ン

ネ
ル
の
両
側
か
ら
両
市
長
、
両
市

議
会
議
長
、
地
元
代
表
者
な
ど
の

関
係
者
、
両
市
の
児
童
ら
が
順
に

歩
み
寄
り
中
央
で
、
両
市
を
つ
な

ぐ
堅
い
握
手
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
こ
の
後
、
岡
田
市
長
は
あ
い
さ

つ
で「
こ
の
子
ど
も
た
ち
が
中
学

生
か
高
校
生
に
な
る
こ
ろ
に
は
、

中
部
縦
貫
自
動
車
道
が
全
線
供
用

開
始
で
き
る
よ
う
、
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
今
後
も
事
業
を
進
め
て

ほ
し
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
永
平
寺
大
野
道
路
全

路
線
の
開
通
に
向
け
た
工
事
が
進

め
ら
れ
ま
す
。

計
画
区
間
　
福
井
市
玄げ

ん
し
ょ
う
じ
ま
ち
ょ
う

正
島
町

　
～
中
津
川

計
画
延
長
　
26
・
４
㌔
㍍

　（
完
成
４
車
線
、
う
ち
２
車
線

　
暫
定
供
用
11
・
１
㌔
㍍
）

設
計
速
度
　
時
速
80
㌔
㍍

問
　
幹
線
道
路
課

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
３
７
１
）

笑
顔
で
握
手

永
平
寺
大
野
道
路
の
概
要

位置図

福井県

岐阜県

中部縦貫自動車道

永平寺大野道路

凡　例

高規格幹線道路
（破線は事業中）
一般国道

北
陸
自
動
車
道

小矢戸トンネル

凡　例

福井IC

福井北IC
永平寺東IC

永平寺西IC

松岡IC

上志比IC

7.8km

平
成
24
年
度

　

２
車
線
供
用
予
定

1,428m

勝山IC

大野IC

小矢戸トンネル

永平寺大野道路 26.4km

北
陸
自
動
車
道 7.9km（2車線供用済）

3.2km（2車線供用済）

大袋
トンネル

杉俣トンネル

大
野
市
中
津
川

お
お

な
か

が
わ

の

つ

玄
正
島
町

げ
ん

じ
ま

し
ょ
う

ち
ょ
う

158

346

416

157

8

：事業中
：供用済

ふ
く
い
福
井
市

9月15日撮影、大野インターチェンジ付近
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Ｊ
Ｒ
越
前
大
野
駅
前
広
場
整
備

に
伴
い
、
ま
ち
な
か
循
環
バ
ス
、

乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
の
全
路
線
の

停
留
所
を
駅
前
広
場
内
に
設
置
し

ま
す
。

①
停
留
所
の
変
更

　
　「
東
中
野
二
丁
目
」停
留
所
を

　「
ゲ
ン
キ
ー
陽
明
店
」と
名
称
を

　
変
更
し
、
ゲ
ン
キ
ー
陽
明
店
の

　
近
く
に
移
動
し
ま
す
。

②
停
留
所
の
新
設

　
　
大
和
町
駐
車
場
近
く
に「
大

　
和
町
駐
車
場
口
」停
留
所
を
新

　
設
し
ま
す
。

③
停
留
所
の
廃
止

　
　「
パ
ル
ス
」停
留
所
は
利
用
が

　
少
な
い
た
め
廃
止
し
ま
す
。

　

　
高
齢
者
が
利
用
し
や
す
い
よ
う

に
、
今
ま
で
六
間
通
り
の
停
留
所

で
し
か
乗
り
降
り
が
で
き
な
か
っ

た
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
を
、
六
間

通
り
に
近
い
医
療
機
関
の
前
で
乗

り
降
り
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
新
し
く
停
留
所
を
置
く
場
所

は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
・
阿
部
病
院

　
・
臼
井
眼
科
医
院

　
・
尾
崎
病
院

　
・
尾
崎
整
形
外
科

　
・
米
野
耳
鼻
咽
喉
科

　
ま
ち
な
か
循
環
バ
ス
や
乗
り

合
い
タ
ク
シ
ー
の
時
刻
表
・
利
用

方
法
が
分
か
ら
な
い
と
き
は
、
都

市
計
画
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。
担
当
者
が
説
明
に
行
き
ま

す
。
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
の
団
体
や

集
落
の
集
ま
り
な
ど
に
も
説
明

に
行
き
ま
す
。

問
　
都
市
計
画
課
計
画
景
観
係

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
３
５
２
）

ま
ち
な
か
循
環
バ
ス
と

　
　
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
一
部
見
直
し

10
月
22
日
土
か
ら
実
施

駅
前
の
ル
ー
ト
、

　
　
　
停
留
所
の
変
更

ま
ち
な
か
循
環
バ
ス

停
留
所
を
見
直
し
、
変
更

乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー

　
　
　
通
院
に
便
利
に

利
用
方
法
を
案
内
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市
総
合
防
災
訓
練
を
実
施

　
８
月
21
日
、
和
泉
地
区
の
昇
竜

ま
い
た
け
工
場
跡
地
と
そ
の
周
辺

で
、
震
度
６
強
の
地
震
を
想
定
し

て
、
防
災
関
係
機
関
や
地
元
住
民

ら
約
５
０
０
人
が
参
加
し
総
合
防

災
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
和
泉
地
区
の
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
緊
急
地
震
速

報
と
避
難
の
呼
び
掛
け
を
合
図
に

訓
練
開
始
。
和
泉
地
区
の
住
民
は

避
難
場
所
へ
の
速
や
か
な
避
難
、

自
主
防
災
組
織
に
よ
る
放
水
、
要

援
護
者
の
避
難
支
援
な
ど
初
動
対

応
の
充
実
を
目
的
と
し
た
訓
練
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
防
災
関
係
機
関
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
状
況
を
想
定
し
た
災
害
対
応
訓

練
を
行
い
ま
し
た
。

　
市
と
災
害
時
の
協
定
を
締
結
し

て
い
る
岐
阜
県
郡
上
市
、
郡
上
市

消
防
本
部
、
勝
山
市
消
防
本
部
か

ら
も
応
援
に
駆
け
つ
け
、
災
害
時

の
連
携
と
対
応
力
の
強
化
が
図
ら

れ
ま
し
た
。

問
　
生
活
防
災
課
防
災
防
犯
係

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
４
６
２
）

岩
倉
市

　
　

防
災
訓
練
に
出
動

　
８
月
28
日
、
災
害
時
応
援
協
定

を
締
結
し
て
い
る
愛
知
県
岩
倉
市

の
防
災
訓
練
に
本
市
消
防
本
部
の

救
助
隊
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
訓
練
は
、
東
海
、
東
南
海
、

南
海
の
３
つ
の
地
震
を
想
定
し

た
大
規
模
災
害
と
な
っ
て
い
て
、

１
，
０
０
０
人
を
超
え
る
市
民
も

参
加
。
本
市
消
防
本
部
は
ビ
ル
屋

上
か
ら
の
負
傷
者
の
救
助
活
動
を

担
当
し
ま
し
た
。

問
　
消
防
署

　（
☎
66
・
０
１
１
９
）

土
井
利
忠　

生
誕
２
０
０
年
記
念
特
別
展

①
特
別
展

日
時　

10
月
１
日
土
～
12
月
４
日
日

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時︵
日
、

　

祝
日
は
午
後
５
時
ま
で
︶毎
週

　

月
と
祝
日
の
翌
日
は
休
館

場
所　

歴
史
博
物
館

内
容　

山
と
海
の
殖
産
興
業

　
　

～
大
野
藩
の
構
造
改
革
～

　

・
大
野
藩
砲
台
跡
の
写
真
展
示

　

・
木
砲
の
展
示
な
ど

入
館
料　

大
人
２
０
０
円
︵
団

　

体
割
引
有
り
︶
、
中
学
生
以
下

　

無
料

②
記
念
講
演

日
時　

10
月
９
日
日
午
後
１
時
30
分

場
所　

図
書
館

内
容　

山
と
海
の
殖
産
興
業

　

白
山
の
金
山
と
西
方
の
海
運

講
師　

博
物
館
長

参
加
料　

無
料

締
切　

10
月
８
日
土

③
記
念
図
録

内
容　

展
示
資
料
の
列
品
解
説

　

︵
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
︶
、
論
説

価
格　

１
，
５
０
０
円

問　

歴
史
博
物
館

　

︵
☎
65
・
５
５
２
０
︶

　
　

電
子
メ
ー
ル

　
　

hakubutsukan@
city.

　
　

fukui-ono.lg.jp
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市
民
が
安
心
し
て
、
子
ど
も
を

産
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

な
支
援
を
充
実
す
る
た
め
、
他
の

施
設
に
併
設
さ
れ
て
い
る
地
域
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、
こ
と
ば
の

教
室
を
結
と
ぴ
あ
に
移
転
し
ま

す
。
ま
た
、
分
散
し
て
い
る
母
子

保
健
の
担
当
課
、
子
育
て
の
担
当

課
、
障
害
児
の
担
当
課
も
結
と
ぴ

あ
に
集
約
し
、
連
携
し
て
子
育
て

に
つ
い
て
の
総
合
的
な
支
援
体
制

を
つ
く
り
ま
す
。

　
結
と
ぴ
あ
で
は
、
施
設
内
の
関

係
課
や
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
が
連
携
し
、
妊
娠
や
出
産
、

予
防
接
種
、
保
育
園
入
園
な
ど
の

子
育
て
全
般
に
つ
い
て
、
一
貫
し

た
相
談
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
利
用
者
が
別
々
に

行
っ
て
い
た
相
談
や
手
続
き
を
一

カ
所
で
済
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
必
要
と
認
め

ら
れ
る
場
合
に
は
、
専
門
職
員
に

よ
る
指
導
・
助
言
や
、
定
期
的
な

訪
問
を
行
い
ま
す
。

　
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、
こ
れ
ま
で
よ
り
も
広
く
快
適

に
な
り
、
遊
び
の
ひ
ろ
ば
の
開
所

時
間
も
長
く
な
り
、
利
用
し
や
す

く
な
り
ま
す
。
親
子
が
気
軽
に
集

い
、
仲
間
づ
く
り
を
行
う
場
と
し

て
育
児
講
座
な
ど
も
充
実
し
て
、

子
育
て
の
楽
し
み
を
広
げ
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
支
援
セ
ン
タ
ー
で
定

期
的
に
実
施
し
て
い
た
保
健
師
に

よ
る
育
児
相
談
も
結
と
ぴ
あ
で
の

日
常
的
な
相
談
の
中
で
、
必
要
な

時
に
保
健
師
や
看
護
師
な
ど
の
専

門
職
に
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
利
用
者
の
利
便
性

が
向
上
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
子
育

て
親
子
な
ど
を
対
象
に
施
設
内
の

栄
養
指
導
室
を
利
用
し
た
調
理
実

習
、
託
児
付
き
の
講
演
会
の
開
催

な
ど
、
子
育
て
や
子
育
て
支
援
に

つ
い
て
の
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

問
　
児
童
福
祉
課
子
育
て
支
援
係

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
２
９
１
）

　
気
掛
か
り
な
児
童
や
障
害
児
家

庭
へ
の
支
援
機
能
を
持
つ
児
童
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し

ま
す
。

　
セ
ン
タ
ー
に
、
現
在
有
終
東
小

学
校
で
開
設
し
て
い
る
こ
と
ば
の

教
室
を
移
転
し
運
営
し
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
奥
越
地
区
に

無
か
っ
た
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
を
設
置
し
ま
す
。

　
セ
ン
タ
ー
で
は
、
障
害
児
や
発

育
の
遅
れ
が
気
掛
か
り
な
児
童
が

個
別
指
導
や
集
団
へ
の
適
応
訓
練

な
ど
、
必
要
な
量
の
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

の
運
営
は
、
広
く
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持

ち
、
専
門
性
の
高
い
民
間
事
業
者

に
委
託
し
、
地
域
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
と
連
携
し
て
療
育
に
当
た

り
ま
す
。

　
１
歳
半
、
３
歳
児
健
診
の
結
果

や
保
育
士
か
ら
の
情
報
を
も
と

に
、
気
掛
か
り
な
子
ど
も
を
早
期

に
発
見
し
、
的
確
な
指
導
と
支
援

を
行
う
た
め
、
子
育
て
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー（
仮
称
）を
子
育
て

担
当
課
に
配
置
し
、
保
健
師
や
保

育
士
、
学
校
の
教
師
な
ど
の
専
門

職
と
の
連
携
を
深
め
、
協
力
し
て

支
援
し
ま
す
。

問
　
社
会
福
祉
課
社
会
福
祉
係

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
４
７
２
）

工事が進む新有終会館「結とぴあ」

相
談
支
援
の
充
実

　

８
月
に
愛
称
が「
結
と
ぴ
あ
」に
決
定
し
、整
備
が
進
む
新
有
終
会

館
。
今
月
は
、
施
設
で
新
た
に
提
供
さ
れ
る
子
育
て
支
援
機
能
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

地
域
子
育
て
支
援
　
　
　

　
　
　
セ
ン
タ
ー
の
活
用

児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　
　
　 

セ
ン
タ
ー
の
開
設

子
育
て
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー（
仮
称
）の
配
置

現在の地域子育て支援センターの様子

 

保
健
・
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
拠
点
施
設
リ
ポ
ー
ト
③

子
育
て
の
総
合
的
な
支
援
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来
年
４
月
か
ら
保
育
園
に
入
園

を
希
望
す
る
乳
幼
児
と
保
護
者
を

対
象
に
、
市
内
す
べ
て
の
公
立
保

育
園
と
民
間
保
育
園
で
見
学
会
を

行
い
ま
す
。
保
育
園
を
選
ぶ
際
の

参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。
事
前
の

申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
見
学
会

以
外
の
日
で
も
見
学
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
、
各
保
育
園
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
入
園
の
申
し
込
み
は
11
月
か
ら

で
す
。
次
号
で
詳
し
く
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　
全
園
で
延
長
保
育
、
一
時
預
か

り
保
育
を
行
い
ま
す
。
誓
念
寺
保

育
園
は
休
日
保
育
を
行
い
ま
す
。

日
程
　
10
月
24
日
月
～
29
日
土

時
間
　
午
前
９
時
30
分
～
11
時

問
　
児
童
福
祉
課
子
育
て
支
援
係

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
２
９
２
）

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
来
春
、

小
学
校
や
中
学
校
に
入
学
す
る
児

童
や
生
徒
の
住
所
に
基
づ
き
、
10

月
に
就
学
時
健
康
診
断
の
案
内

を
、
２
月
に
は
就
学
す
る
学
校
を

指
定
す
る
通
知
を
送
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場

合
、
保
護
者
は
指
定
学
校
の
変
更

を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

変
更
が
許
可
さ
れ
る
期
間
や
申
請

に
必
要
な
書
類
は
変
更
の
理
由
に

よ
っ
て
違
い
ま
す
。
詳
し
く
は
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

途
中
転
居
　

　
　
入
学
後
に
転
居
す
る
場
合

　
で
、
通
学
に
支
障
が
な
い
と
き

転
居
予
定

　
　
住
宅
の
新
築
、
改
築
、
売
買

　
な
ど
で
転
居
す
る
こ
と
が
決

　
ま
っ
て
い
て
、
転
居
予
定
地
の

　
学
校
に
通
学
を
希
望
す
る
場
合

　
で
、通
学
に
支
障
が
な
い
と
き
。

　
新
築
確
認
書
や
売
買
契
約
書
な

　
ど
の
書
類
が
必
要

昼
間
留
守
家
庭

　
　
現
住
所
に
昼
間
保
護
者
が
い

　
な
い
家
庭
で
、
預
か
り
先
や
両

　
親
の
勤
務
先
が
あ
る
校
下
の
学

　
校
を
希
望
す
る
と
き
。
預
か
る

　
人
の
承
諾
書
が
必
要

身
体
的
理
由

　
　
病
気
な
ど
の
身
体
的
理
由

　
で
、
通
学
か
通
院
に
配
慮
す
る

　
必
要
が
あ
る
と
き
。
兄
弟
姉
妹

　
に
つ
い
て
も
配
慮
し
ま
す
。
医

　
師
の
診
断
書
な
ど
の
事
実
が
確

　
認
で
き
る
書
類
が
必
要

教
育
上
の
配
慮

　
　
家
庭
の
事
情
や
い
じ
め
、
不

　
登
校
な
ど
で
変
更
す
る
こ
と
を

　
教
育
委
員
会
が
適
当
で
あ
る
と

　
認
め
る
と
き
。
学
校
長
の
意
見

　
書
な
ど
が
必
要

通
学
距
離

　
　
通
学
距
離
が
お
お
む
ね
小
学

　
校
で
２
㌔
、
中
学
校
で
４
㌔
を

　
超
え
る
場
合
で
、
著
し
く
通
学

　
距
離
が
短
縮
さ
れ
る
と
き

　
こ
の
ほ
か
に
も
変
更
が
必
要
と

教
育
委
員
会
が
認
め
た
と
き
に
申

請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
　
教
育
総
務
課
指
導
係

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
５
２
２
）

【公立】春日保育園

【公立】あかね保育園

【公立】荒島保育園

【公立】阪谷保育園

【公立】和泉保育園

【民間】いとよ保育園

【民間】上庄保育園

【民間】いなやま保育園

【民間】誓念寺保育園

【民間】亀山保育園

【民間】開成保育園

【民間】誓念寺中野保育園

【民間】篠座保育園

66-4005

66-5273

66-4103

67-1070

78-2812

66-3848

64-1217

66-0038

65-6167

65-1104

65-1103

65-6166

65-6570

日吉町24-6

水落町7-24

蕨生126-29

伏石11-14

朝日25-7

清和町710

稲郷43-5

篠座94-39

錦町4-17

水落町3-35

新庄5-15-2

東中野2丁目603

篠座74-32

60

75

30

25

20

100

90

90

90

60

150

140

60

園　　名 電　話 所 在 地 定員

指
定
学
校
の

　
変
更
は
申
請
を

親
子
で
行
こ
う
！

保

見

育

学

園

会
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市
で
は
、
良
好
な
景
観
の
推
進

を
図
る
た
め
、
基
準
に
適
合
し
た

伝
統
的
民
家
の
新
築
や
改
修
に
助

成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
24
年

度（
24
年
４
月
か
ら
25
年
３
月
ま

で
）に
新
築
や
改
修
を
行
う
予
定

が
あ
り
、助
成
を
希
望
す
る
人
は
、

10
月
28
日
㊎
ま
で
に
都
市
計
画
課

へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
相
談
の

際
に
は
、
建
物
の
現
況
が
分
か
る

写
真
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

　
助
成
希
望
者
が
多
い
場
合
、
対

象
者
の
選
定
を
行
い
ま
す
。

主
な
助
成
の
制
限

 
 
 
 
 
 ︵
共
通
事
項
︶

○
対
象
物
件
は
市
が
定
め
る
基
準

　
を
満
た
す
も
の
と
し
ま
す

○
施
工
者
は
市
内
の
事
業
者
と
し

　
ま
す

○
屋
根
の
み
の
改
修
は
助
成
の
対

　
象
と
し
ま
せ
ん

○
10
年
間
は
保
守
や
管
理
に
努
め

　
る
も
の
と
し
ま
す

問
　
都
市
計
画
課
計
画
景
観
係

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
３
５
３
）

　
10
月
分
以
降
の
子
ど
も
手
当
の

支
給
を
受
け
る
た
め
に
は
、
現
在

支
給
を
受
け
て
い
る
人
も
含
め

て
、
新
た
な
申
請
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
ま
で
手
当
を
受
給
し

て
い
た
人
に
は
、
10
月
下
旬
に
認

定
請
求
書
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、

期
日
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
公
務
員
は
別
の
手
続
き
に
な
り

ま
す
）

提
出
日
時
　
11
月
７
日
月
午
前
８

　
時
30
分
～
午
後
８
時
、
８
日
㊋

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

場
所
　
市
役
所
別
館
第
２
会
議
室

　
和
泉
地
区
の
人
は
支
所
で
も
受

　
け
付
け
ま
す
。

必
要
な
も
の
　

　
・
郵
送
さ
れ
る
認
定
請
求
書

　
・
子
ど
も
手
当
請
求
者
の
健
康

　
　
保
険
証
の
コ
ピ
ー
（
配
偶
者

　
　
や
子
ど
も
の
も
の
は
不
可
）

　
・
通
帳
の
コ
ピ
ー

経
過
措
置

　
指
定
の
期
日
ま
で
に
申
請
手
続

き
が
で
き
な
か
っ
た
人
で
も
平
成

24
年
３
月
31
日
ま
で
に
認
定
請
求

し
、
認
定
さ
れ
れ
ば
、
今
年
の
10

月
分
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

０歳から中学校卒業まで
（15歳になる日の後の最初の３月31日まで）

【月額】15,000 円

【月額】10,000 円

【月額】15,000 円

【月額】10,000 円

一律

第１子・第２子

第３子以降

一律

支給対象

０歳～３歳未満

３歳～
小学校終了前

中学生

支
給
要
件
の
変
更

　
10
月
か
ら
、
子
ど
も
の
国
内
居

住
や
、
未
成
年
後
見
人
、
父
母
指

定
者
へ
の
支
給
、
受
給
者
の
同
居

優
先
、
児
童
福
祉
施
設
な
ど
へ
の

支
給
な
ど
支
給
要
件
に
変
更
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

問
　
児
童
福
祉
課
子
育
て
支
援
係

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
２
９
３
）

子
ど
も
手
当
の
支
給
を

　

   

受
け
る
に
は
手
続
き
が
必
要

伝
統
的
民
家
の
新
築
や
改
修
に
助
成

 
平
成
24
年
度
助
成
希
望
の
調
査

まちなか町家暮らし支援事業 越前おおの伝統的民家普及促進事業
　中心市街地で、「町家型住宅」を新築・改修する
場合に外観工事費の一部を助成します。

　中心市街地以外で、「町家型住宅」か「農家型住
宅」を新築・改修する場合に外観工事費の一部を
助成します。

助成対象 種別 助成金額

町家型住宅
（店舗含む）

新築
外観工事費の２分の１
限度額100万円

改修
外観工事費の２分の１
限度額200万円

町家型
共同住宅

新築
外観工事費の２分の１
限度額400万円

（１戸当たり50万円限度）

助成対象 種別 助成金額

町家型住宅
農家型住宅

新築
外観工事費の２分の１
限度額100万円

改修
外観工事費の２分の１
限度額200万円

※角地の町家型住宅については、補助限度額が新築125
　万円、改修250万円になります

【町家型住宅の例】 【農家型住宅の例】

※所得制限はありません
※子どもの数は、18歳になる日の後の最初の３月31日までの間の 
　子どもを数えます

【子ども手当の額】
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10
月
１
日
か
ら
、
ア
パ
ー
ト
な

ど
に
住
ん
で
い
る
人
の
住
民
票
に

方
書
を
記
載
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　「
方
書
」と
は
住
所
の
一
部
と

し
て
取
り
扱
わ
れ
る
も
の
で
す
。

　
ア
パ
ー
ト
な
ど
の
集
合
住
宅

に
住
ん
で
い
る
場
合
、
番
地
ま
で

の
表
示
で
は
住
所
が
分
か
り
に

く
い
と
き
に
分
か
り
や
す
く
す

る
た
め
に
表
示
し
ま
す
。

︻
例
︼

現
行
　
大
野
市
天
神
町
１
番
１
号

変
更
　
大
野
市
天
神
町
１
番
１
号

　
　
　
△
△
ア
パ
ー
ト
○
○
○
号

対
象
者

　
①
10
月
１
日
以
降
の
転
入
、　

　
　
転
居
の
人

　
②
本
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、

　
　
方
書
の
表
示
を
希
望
す
る
人

申
請
方
法
 
住
所
異
動（
転
居
な

　
ど
）と
同
じ
手
続
き
に
な
り
ま

　
す
。
市
民
課
窓
口
で
住
民
異
動

　
届
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

必
要
な
も
の

　
①
印
鑑

　
②
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類
　

　（
運
転
免
許
証
、
住
民
基
本
　

　
台
帳
カ
ー
ド
、
国
民
健
康
保
　

　
険
被
保
険
者
証
、
後
期
高
齢
　

　
者
医
療
被
保
険
者
証
な
ど
の
　

　
ど
れ
か
）

問
　
市
民
課
市
民
窓
口
係

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
４
５
３
）

　
公
共
下
水
道
に
つ
い
て
調
査
・

審
議
す
る「
公
共
下
水
道
事
業
審

議
会
」の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員
　
２
人

応
募
資
格
　
市
内
に
住
む
20
歳
以

　
上
で
、
公
共
水
域（
河
川
や
海

　
域
、
公
共
に
使
わ
れ
る
水
路
な

　
ど
）の
保
全
に
関
心
が
あ
る
人

任
期
　
12
月
か
ら
２
年
間

会
議
 
平
日
の
昼
間
か
夜
間
に
、

　
年
２
回
程
度
の
開
催
予
定

応
募
方
法
　
履
歴
書
を
下
水
道
課

　
に
持
参
す
る
か
郵
送

締
切
　
10
月
28
日
㊎
午
後
５
時

　（
郵
送
の
場
合
当
日
消
印
有
効
）

問
　
下
水
道
課
管
理
普
及
係

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
６
５
５
５
）

　
〒
９
１
２-

０
０
１
１

　
南
新
在
家
28-

３-

２

　
平
成
24
年
度
か
ら
非
木
造
の
冷

蔵
倉
庫
の
評
価
額
の
計
算
方
法
が

変
更
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
非
木
造
の
冷
蔵
倉

庫
は
、
一
般
の
倉
庫
と
同
じ
取
り

扱
い
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
平

成
24
年
度
か
ら
は
一
般
の
倉
庫
に

比
べ
て
評
価
額
が
早
く
減
少
す
る

計
算
に
な
り
、
冷
蔵
倉
庫
の
固
定

資
産
税
が
安
く
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　
冷
蔵
倉
庫
に
該
当
す
る
倉
庫
を

所
有
し
て
い
る
人
は
、
税
務
課
資

産
税
係
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

要
件

　
・
非
木
造（
木
造
以
外
）の
倉
庫

　
　
用
建
物
で
あ
る
こ
と

　
・
倉
庫
の
保
管
温
度
が
10
℃
以   

　
　
下
に
保
た
れ
て
い
る
こ
と

　
・
建
物
全
体
が
冷
蔵
倉
庫
で
あ

　
　
る
こ
と（
工
場
な
ど
冷
蔵
倉

　
　
庫
以
外
で
使
用
し
て
い
る
部

　
　
分
が
あ
る
場
合
、
床
面
積
の

　
　
50
�
以
上
が
冷
蔵
倉
庫
）。

　
　
倉
庫
内
に
単
に
冷
蔵
庫
を
設

　
　
置
し
て
い
る
場
合
は
対
象
外

問
　
税
務
課
資
産
税
係

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
４
２
６
）

経過年数（冷蔵倉庫のもの）

築26年で0.200まで減価

築24年で0.200まで減価

築22年で0.200まで減価

経過年数（一般用のもの）

築45年で0.200まで減価

築40年で0.200まで減価

築35年で0.200まで減価

構　　造

鉄骨鉄筋コンクリート造・鉄筋コンクリート
造の倉庫

レンガ造・コンクリート造の倉庫

鉄骨造（骨材の厚みが４㍉㍍を超えるもの）
の倉庫

住
民
票
の
方
書
（
か
た
が
き
）

　
　
　  

記
載
を
は
じ
め
ま
す

【変更内容】

学
生
の
保
護
者
向
け

就
職
セ
ミ
ナ
�

　
就
職
活
動
時
期
を
迎
え
る
大

学
生
な
ど
の
保
護
者
対
象
の
セ

ミ
ナ
ー
で
す
。

日
時
　
10
月
16
日
日

　
　
　
午
後
１
時
～
３
時
30
分

場
所
　
福
井
商
工
会
議
所

内
容
　
就
職
活
動
に
つ
い
て
の

　
講
演
、
合
同
企
業
説
明
会
の

　
体
験

問
　
県
ふ
る
さ
と
営
業
課

（
☎
０
７
７
６
・
20
・
０
２
８
６
）

公
共
下
水
道
事
業

審
議
会
の
委
員
を
募
集

冷
蔵
倉
庫
に
対
す
る

固
定
資
産
税
の
お
知
ら
せ
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特
定
健
診
の
検
査
内
容

　
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
」
と
「
そ
の
予
備
群
」
の
発
見
に

着
目
し
た
検
査
を
し
ま
す
。
内
臓

脂
肪
の
蓄
積
を
調
べ
る
た
め
に
腹

囲
や
Ｂ
Ｍ
Ｉ
測
定
の
ほ
か
血
圧
・

血
糖
・
脂
質
・
肝
機
能
な
ど
の
項

目
に
加
え
、
喫
煙
歴
な
ど
の
生
活

習
慣
に
つ
い
て
問
診
し
ま
す
。

特
定
保
健
指
導

　
健
診
結
果
か
ら
、
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
リ
ス
ク
の
数

な
ど
を
統
合
し
て
、
生
活
習
慣
病

の
発
症
リ
ス
ク
が
高
く
、
生
活
習

慣
の
改
善
で
予
防
効
果
が
期
待
で

き
る
人
な
ど
を
対
象
に
保
健
師
や

管
理
栄
養
士
が
保
健
指
導
を
行
い

ま
す
。
対
象
と
な
る
人
は
、
保
健

指
導
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

問
　
市
民
課
保
険
年
金
係

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
４
５
７
）

②ＢＭＩ
腹囲は基準値未満でもＢＭＩが25以上の人
ステップ２へ

④喫煙歴
・あり
左の①～③に１つ以上該
当したときにカウント

ステップ２に進んだ人で、①～④のリスクに１つ以上該当する人は保健指導の対象です

③血圧
収縮期130㎜ Hg 以上ま
たは拡張期 85㎜Hg以上

①腹囲
男性85㌢以上、女性90㌢以上の人
ステップ２へ

②脂質
中性脂肪150㍉㌘／ｄｌ以
上またはＨＤＬコレステ
ロール 40㍉㌘／ｄｌ未満

①血糖
空腹時100㍉㌘／ｄｌま
たはヘモグロビンＡ１ｃ
5.2㌫以上

ステップ１
腹囲とＢＭＩで内臓脂
肪蓄積のリスクを判定

ステップ２
検査結果、問診表で追
加リスクをカウント

ステップ３
ステップ１、２から
保健指導が必要か判定

が
ん
検
診
の
受
診
を

　
が
ん
に
よ
る
死
亡
率
を
減
ら
す

た
め
、
県
と
市
が
協
力
し
て
「
が

ん
検
診
受
診
の
お
願
い
」
の
電
話

を
し
ま
す
。

対
象
　
市
が
実
施
す
る
乳
が
ん
と

　
大
腸
が
ん
検
診
を
受
診
し
て
い

　
な
い
人

期
間
　
10
月
３
日
月
～
12
月
22
日

　
木
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７

　
時
30
分

電
話
の
内
容

　
・
が
ん
検
診
を
お
勧
め
し
ま
す

　
・
検
診
を
希
望
す
る
人
に
は
、

　
　
日
程
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
・
受
診
し
な
い
人
は
、
そ
の
理

　
　
由
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

電
話
を
す
る
機
関
　
県
が
ん
検
診

　
受
診
勧
奨
セ
ン
タ
ー

　（
☎
０
７
７
６
・
98
・
８
０
１
５
）

　
日
本
で
は
、
３
人
に
１
人
が
が

ん
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
症
状

が
出
る
前
に
、
早
め
の
受
診
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

問
　
健
康
増
進
課

　
（
☎
65
・
７
３
３
３
）

会場

越前おおのまちなか交流
センター
（大野商工会議所）

保健センター

文化会館

保健センター

エキサイト広場

がん検診
乳

○

○
○

○

○

子宮

○

○
○

○

○

大腸
○

○

○

○
○

胃
○

○

○

○
○

肺
○
○
○
○

○
○
○
○
○

特
定
健
診

○
○
○
○

○
○
○
○
○

受付時間
終了

午前10時30分
午後２時15分
午前10時30分
午後２時15分
午前10時15分
午前10時30分
午後２時15分
午前10時30分
午前10時30分
午後２時15分

開始
午前９時
午後１時15分
午前９時
午後１時15分
午前９時
午前９時
午後１時15分
午前９時
午前９時
午後１時15分

実施日

10月７日金

10月13日木

10月16日日

10月18日火

10月22日土

10月28日金

難
病
治
療
に

　
　
特
別
見
舞
金
を
支
給

　
市
で
は
、
難
病
（
ベ
ー
チ
ェ
ト

病
な
ど
の
特
定
疾
患
）
な
ど
で
治

療
が
必
要
な
人
に
見
舞
金
を
支
給

し
ま
す
。

対
象
者

　
・
市
に
１
年
以
上
住
民
登
録
の

　
　
あ
る
人

　
・
別
に
定
め
る
疾
患
で
、
来
年

　
　
３
月
ま
で
に
６
カ
月
以
上
通

　
　
院
や
入
院
を
継
続
す
る
見
込

　
　
み
の
あ
る
人

　
・
慢
性
腎
炎
は
、
完
治
す
る
見

　
　
込
み
が
な
く
、
透
析
治
療
が

　
　
週
２
回
以
上
必
要
な
人

申
請
期
間
　
10
月
３
日
月
～
31
日
月

申
請
に
必
要
な
も
の

　
①
申
請
書
と
請
求
書

　
　
用
紙
は
保
健
セ
ン
タ
ー
か
市

　
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手
で
き

　
　
ま
す

　
②
医
師
診
断
書

　
　
難
病
患
者
は
、
特
定
疾
患
医

　
　
療
受
給
者
証
の
写
し
、
慢
性

　
　
腎
炎
患
者
は
特
定
疾
病
療
養

　
　
受
給
者
証
の
写
し
が
あ
れ
ば

　
　
必
要
あ
り
ま
せ
ん

　
③
通
帳
の
コ
ピ
ー
と
印
鑑

見
舞
金
支
給
額

　
年
間
３
万
３
０
０
０
円

　
申
請
を
受
け
て
か
ら
結
果
を
通

知
し
ま
す
。
見
舞
金
の
支
給
は
12

月
以
降
に
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
　
健
康
増
進
課

　
（
☎
65
・
７
３
３
３
）

健
診
や
保
健
指
導
を

　
　
　
　
　 

活
用
し
よ
う

※ＢＭＩは体重（㌔）÷身長（㍍）÷身長（㍍）で算出する体格の指標

10月集団健診日程
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市
内
で
唯
一
の
市
指
定
名
勝
で

あ
る「
南
専
寺
庭
園
」の
修
復
事
業

を
公
開
し
ま
す
。
全
国
か
ら
文
化

財
庭
園
の
専
門
家
が
訪
れ
、
樹
木

の
剪せ

ん

定
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
10
月
３
日
月
午
後
１
時
～

　
３
時

場
所
　
南
専
寺
（
下
唯
野
18-

10
）

見
学
　
無
料

問
　
文
化
課
（
☎
66
・
５
４
１
０
）

開
館
10
周
年
記
念
誌
発
行

　
本
願
清
水
イ
ト
ヨ
の
里
で
は
、

開
館
10
周
年
を
記
念
し
て「
本
願

清
水
イ
ト
ヨ
の
里-

10
年
の
あ
ゆ

み
」を
発
行
し
ま
す
。

　
記
念
誌
は
、
10
月
23
日
日
に
学

び
の
里「
め
い
り
ん
」で
開
催
さ
れ

る「
湧
く
わ
く
水
サ
ミ
ッ
ト
in
越

前
お
お
の
」受
付
で
無
料
配
布
し

ま
す
。

問
　
本
願
清
水
イ
ト
ヨ
の
里

（
☎
65
・
５
１
０
４
）

10月は「土地月間」、10月１日は「土地の日」です
　国土利用計画法による土地取引の規制について、乱開発や無
秩序な土地の利用を防止するため、一定面積以上の大規模な土
地の取引をしたときは、契約を結んだ日を含めて２週間以内に、
土地の所在する市町村に届け出る義務があります。
　この制度には、計画に従った適正な土地利用がされるよう審査
を行い、快適な生活環境や地域づくりを推進する役割があります。
問　行政戦略課　（☎66・1111内線435）

バスで行こう！ “美濃市・郡上市”
　越前美濃街道にゆかりのある福井市、大野市、郡上市、美濃市では、県境を越えた交流と観光を
進めるため、平成23年４月に越前美濃街道広域観光交流推進協議会を設立しました。
　この機会に市民の皆さんに、郡上市と美濃市への理解を深めてもらい、これからの交流を進める
ため、両市の見どころを訪ねる市民バスを運行します。

問　観光振興課（☎66・1111内線161）
　　〒912-8666　住所は書かなくても届きます

写真が入ります

美濃市花みこし

郡上市郡上おどり

11月13日日午前８時出発、午後５時帰着日 時

10月20日木（必着）締 切

昼食は美濃市産業祭会場で自由に取っていた
だきます。飲食代は各自で負担してください。
旅行業者が同行します。

その他

1,000円（当日持参、入館料込）参加料

申込方法 往復はがきで観光振興課に申し込む。はがき
１枚で４人まで申し込むことができます。
はがきに「美濃・郡上市見学バス申込」と記入
し、その下に参加を希望する人全員の氏名、
性別、住所、電話番号を記入。返信用はがき
には、代表者の住所と氏名をあて先に記入。

市内在住の人。小学生以下は保護者同伴対 象 40人（抽選）定 員

美濃市街地散策（うだつの上がる町並み）－ 美濃市産業祭（昼食）－
郡上八幡城下町散策ー郡上八幡博覧館

内 容

大野市役所発着場所

昨年の美濃市産業祭

「
南
専
寺
庭
園
」の

　
　
　
修
復
事
業
公
開

市
指
定
文
化
財
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新
緑
ま
つ
り
第
25
回
記
念
企
画

と
し
て
実
施
し
た
「
和
泉
の
お
弁

当
コ
ン
テ
ス
ト
」
受
賞
作
の
販
売

　
市
内
や
近
隣
の
ま
ち
か
ら
の
太

鼓
や
踊
り
な
ど
郷
土
芸
能
を
中
心

に
披
露

　
市
内
の
特
産
品
や
新
鮮
な
野
菜

な
ど
秋
の
味
覚
を
販
売
。
交
流
市

町
の
「
里
の
幸
」
や
「
海
の
幸
」
を

販
売

　
縁
日
、
き
ぼ
っ
く
り
、
横
笛
作

り
な
ど

　
Ｊ
Ｒ
越
美
北
線
利
用
促
進
、
ス

ト
ッ
プ
温
暖
化
、
定
住
促
進
な
ど

　
紅
葉
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
（
申

し
込
み
が
必
要
）
、
流
木
の
無
料

配
布
、
木
工
教
室
、
県
産
材
利
用

促
進
（
杉
箸
づ
く
り
）
な
ど

問
　
市
観
光
協
会

　
（
☎
65
・
５
５
２
１
）

　
　
電
子
メ
ー
ル

　
　in

fo
@

o
n

o
-ka

n
ko

u
.jp

　
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　h

ttp
://w

w
w

.o
n

o
-

　
　

　
　ka

n
ko

u
.jp

/
日
時
　
10
月
22
日
土
午
後
２
時
～

　
23
日
日
午
後
４
時

場
所
　
奥
越
高
原
青
少
年
自
然
の

　
家
周
辺
、
経
�
岳

内
容
　
22
日
開
講
式
、
野
外
散
策

　
23
日
経
�
岳
登
山

対
象
　
小
学
４
年
生
以
上
で
登
山

　
が
で
き
る
健
康
な
人
（
小
中
学

　
生
は
保
護
者
同
伴
）
。
開
講
式

　
か
ら
下
山
ま
で
１
泊
２
日
で
参

　
加
で
き
る
人

定
員
　
50
人

参
加
費
　
３
，
５
０
０
円
（
１
泊

　
３
食
、
保
険
料
込
）

申
込
方
法
 
電
話
で
申
し
込
み

締
切
　
10
月
９
日
日
（
月
曜
休
館
）

問
　
奥
越
高
原
青
少
年
自
然
の
家

　
（
☎
67
・
１
３
２
１
）

月
日
　
10
月
15
日
土

場
所
　
道
の
駅
九
頭
竜
和
泉
ふ
れ

　
あ
い
会
館

○
第
１
部
　
横
笛
の
つ
ど
い

　
時
間
　
午
後
２
時
～
４
時
30
分

　
（
受
付
午
後
１
時
か
ら
）

　
内
容
　
横
笛
の
自
主
発
表
会

　
定
員
　
40
人
（
先
着
）

○
交
流
会

　
参
加
者
で
夕
食
を
兼
ね
た
交
流

○
第
２
部
　
ソ
ロ
コ
ン
サ
ー
ト

　
福
原
徹
演
奏
会

　
～
篠
笛
・
能
管
の
ひ
び
き
～

　
時
間
　
午
後
６
時
30
分
～
７
時

　
　
30
分

フ
�
ー
ラ
ム
参
加
費

　
１
，
５
０
０
円
（
コ
ン
サ
ー
ト

　
の
み
参
加
は
１
，
０
０
０
円
）

問
　
和
泉
公
民
館

　
（
☎
78
・
２
１
１
０
）

九
頭
竜
紅
葉
ま
つ
り

第32回
紅
葉
ス
テ
ー
ジ

経
个
岳
紅
葉
登
山

20
周
年
記
念

フ
ォ
ー
ラ
ム
青
葉
の
笛

月
日　

10
月
29
日
圡
・
30
日
㊐

時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

場
所　

九
頭
竜
国
民
休
養
地

新
企
画

紅
葉
市
場

そ
の
他

遊
び
の
広
場

く
ら
し
の
情
報
コ
ー
ナ
ー

福井 ★８：３５ 　９：０８ 　 １２：４９

越前東郷 ★８：４５ 　９：２１ 　 １３：０２

越前大野発 ★９：１６ １０：１５ ★１１：３９ １３：４４

越前田野 １０：１９ ★１１：４３ １３：４８

越前富田 １０：２２ ★１１：４６ １３：５１

下唯野 １０：２６ ★１１：５１ １３：５５

柿ケ島 １０：２８ ★１１：５３ １３：５７

勝原 １０：３３ ★１１：５８ １４：０２

越前下山 １０：４２ ★１２：１０ １４：１１

九頭竜湖着 ★９：４０ １０：４６ ★１２：１５ １４：１５

九頭竜湖発 １０：５８ ★１２：２２ １４：３３ ★１６：３２

越前下山 １１：０２ ★１２：２７ １４：３７ ★１６：３６

勝原 １１：０８ ★１２：３４ １４：４４ ★１６：４２

柿ケ島 １１：１３ ★１２：３８ １４：４９ ★１６：４７

下唯野 １１：１６ ★１２：４１ １４：５１ ★１６：５０

越前富田 １１：２０ ★１２：４５ １４：５５ ★１６：５４

越前田野 １１：２２ ★１２：４８ １４：５８ ★１６：５６

越前大野着 １１：２７ ★１２：５４ １５：０３ ★１７：０１

福井着 １２：２２ （止） １５：５８ １７：５９

九頭竜紅葉まつりJR越美北線時刻表

シャトルバス
（★は臨時列車。九頭竜湖駅と会場間はシャトルバス運行）

まつり会場方面（九頭竜湖駅 発） 九頭竜湖駅方面（まつり会場 発）
9：45／10：50／12：20／14：20 10：30／12：00／14：00／16：00
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市
長
賞

　
松
村
秀
彦
（
洋
画
）

　
中
村
澄
子
（
日
本
画
）

　
東
野
久
美
子
（
彫
刻
・
工
芸
）

　
中
村
竹
映
（
書
道
）

　
林
星
児
（
写
真
）

市
議
会
議
長
賞

　
木
村
佳
子
（
洋
画
）

　
塚
本
寛
子
（
日
本
画
）

　
乾
清
子
（
彫
刻
・
工
芸
）

　
黒
谷
恵
翠
（
書
道
）

　
高
原
明
美
（
写
真
）

教
育
委
員
会
賞

　
朝
日
静
文
（
洋
画
）

　
松
田
清
一
郎
（
日
本
画
）

　
中
出
良
一
（
彫
刻
・
工
芸
）

　
原
涼
太
（
書
道
）

　
加
藤
一
代
（
写
真
）

文
化
協
会
賞

　
南
部
清
風
（
日
本
画
）

　
中
村
元
彦
（
彫
刻
・
工
芸
）

　
安
居
幸
恵
（
書
道
）

　
奥
山
登
美
子
（
写
真
）

　
田
辺
耕
士
郎
（
写
真
）

福
井
新
聞
社
賞

　
猪
野
祥
虹
（
書
道
）

　
赤
澤
八
重
子
（
写
真
）

　
小
棹
惠
治
（
写
真
）

　
小
池
美
千
子
（
写
真
）

　
高
橋
豊
子
（
写
真
）

Ｆ
Ｂ
Ｃ
賞

　
佐
々
木
修
（
写
真
）

問
　
文
化
課

　
（
☎
66
・
５
４
１
０
）

日
時
　
10
月
８
日
土
～
９
日
日

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
※
雨
天
予
備
日
10
日
月

場
所
　
越
前
大
野
　
矢
ば
な
の
里

内
容
　
手
打
ち
そ
ば
、
テ
ン
ト
市

赤
そ
ば
開
花
期
間
　
10
月
１
日
～

　
23
日
頃

主
催
　
矢
花
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　
矢
環
境
緑
化
実
行
委
員
会

問
　
観
光
振
興
課

　（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
１
６
２
）

　
矢
花
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

　（
☎
66
・
５
９
４
９

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
65
・
７
９
５
９
）

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　http://w
w

w
.yabananet.com

/
　
大
野
市
朝
市
出
荷
組
合
で
は
、
４
０
０
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ「
七

間
朝
市
」に
出
店
を
希
望
さ
れ
る
人
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
出

店
に
興
味
の
あ
る
人
、
質
問
の
あ
る
人
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
　
農
業
農
村
振
興
課
（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
３
１
８
）

大
野
市
朝
市
出
荷
組
合
（
☎
69
・
９
５
２
０
）

※
朝
市
出
荷
組
合
は
、
平
日
の
午
前
中
の
み

七
間
朝
市
に
出
店
し
て
み
ま
せ
ん
か

市
美
術
展

赤
そ
ば

花
ま
つ
り

三
大
朝
市

市
農
業
農
村
活
性
化
支
援
モ
デ
ル
事
業

物
産
ま
つ
り

’11

第
32
回

第
２
回

　
８
月
26
日
か
ら
28
日
ま
で
越
前
お
お
の
ま
ち
な
か
交
流
セ
ン
タ
ー

で
市
美
術
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
県
内
に
在
住
し
て
い
る
高
校
生

以
上
の
人
か
ら
一
般
作
品
と
し
て
２
５
９
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。
入
賞
し
た
人
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
七
間
朝
市
総
出
店
で
、
農
林
産
物
を
中
心
に「
越
前
お
お
の
」

の
特
産
や
名
産
品
を
即
売
す
る
ま
つ
り
を
開
き
ま
す
。
友
好
都
市

や
ゆ
か
り
の
ま
ち
、
近
隣
の
ま
ち
の
物
産
市
な
ど
各
地
の〝
う
ま

い
も
ん
〟が
集
結
し
ま
す
。

　
大
野
東
高
校
生
徒
が
製
作
し
た
か
ら
く
り
人
形
が
改
良
さ
れ
、

来
場
客
も
人
形
を
動
か
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
日
時
　
10
月
22
日
土
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　
　
　
　
　
　
23
日
日
午
前
８
時
〜
午
後
１
時
30
分

　
場
所
　
七
間
通
り

　
問
　
越
前
大
野
七
間
朝
市
振
興
協
議
会
（
☎
69
・
９
５
２
０
）

　
　
　
※
平
日
の
午
前
中
の
み
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